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防災マメ知識 
助成希望団体公募 
けいじばん 

小地域福祉活動研修会報告 
ボランティアセンターだより 
介護保険事業所紹介 

香住高校ボランティア部 

O今月の主な内容P

〒669－6545 香美町香住区森31－1 香美町香住地域福祉センター内 
TEL 0796－39－2050 TEL 0796－36－2758 FAX 0796－39－2150
ホームページアドレス　http://www.kami－shakyo.org/

社会福祉法人 香美町社会福祉協議会 編集・発行 

　「香住高校ボランティア部」は昨年同好会から昇格し、気持ちも新たに活動を続けています。
現在８名の部員が、地域に愛される学校を目指し、子どもから高齢者まで幅広い年代の方と
のふれあいを大切にして、地域貢献に取り組んでいます。 
　「スマイルかすみの子どもたちと一緒に遊んだり、柴山保育所でバルーンアートを行ったり、
また夏休みには小学生とキャップハンディ教室を行ったり、ボランティア活動が楽しいです」
と笑顔の中村奈々美部長。 
　部員の皆さんは将来、保育士や看護師など人と関わる仕事がしたいと、地域から多くのこ
とを学びながら元気に頑張っています。 

（香住区） 

写真は手話で表現しています 
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去
る
６
月
９
日
︵
土
︶
に
村
岡
区

で
、
６
月
14
日
︵
木
︶
に
香
住
区
で
、

６
月
24
日
︵
日
︶
に
小
代
区
で
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
﹁
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
、
身
近
な
事
か

ら
・
で
き
る
事
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
安
心
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
﹂
と
、
延
べ
２
２
０
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　

　
共
に
支
え
合
う
と
い
う
観
点
か

ら
、
小
地
域
福
祉
活
動
推
進
組
織

︵
福
祉
委
員
会
︶
を
中
心
に
住
民
が

主
体
的
に
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
小

地
域
福
祉
活
動
の
実
践
を
企
画
運

営
し
、
社
協
等
が
開
発
し
よ
う
と

す
る
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
も
参

画
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住

民
主
体
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
ま
す
。

　
集
落
福
祉
活
動
の
基
盤
と
な
る

も
の
が
﹁
福
祉
委
員
会
﹂
で
す
。

福
祉
委
員
会
を
組
織
し
、
活
動
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
み
ん

な
の
理
解
を
深
め
、
智
恵
を
出
し

合
う
事
が
で
き
ま
す
。

　
香
美
町
社
協
の
目
標
は
「
在
宅

生
活
の
継
続
」
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
支
援
を
必
要

と
す
る
方
々
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

①
福
祉
・
防
災
マ
ッ
プ
要
援
護
者

　
台
帳
の
作
成
・
活
用
に
よ
る
防

　
災
力
の
向
上

②
見
守
り
活
動
や
い
き
い
き
サ
ロ

　
ン
、
ご
近
所
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
に
お
け
る
情
報
提
供

③
地
域
の
皆
様
と
社
協
が
つ
な
が

　
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に

　
利
用
す
る
こ
と
で
﹁
在
宅
生
活

　
の
継
続
﹂
を
目
指
し
ま
す
。

（1）
生
活
の
リ
ズ
ム
の
中
で

　
福
祉
活
動
は
、
地
道
に
長
期
間

に
わ
た
っ
た
活
動
が
大
切
で
す
。

（2）
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て

　
相
手
が
心
を
開
い
て
く
れ
な
け

れ
ば
活
動
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

心
を
開
い
て
も
ら
う
に
は
、
ま
ず

自
分
自
身
が
心
を
開
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

（3）
日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
を

大
切
に

　
困
り
ご
と
は
探
し
ま
わ
っ
て
発

見
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
の
つ
な
が
り
か
ら
分
か
る
も

の
で
す
。

（4）
関
係
者
の
参
加
を
も
と
め
て 

　
困
り
ご
と
に
よ
っ
て
は
、
地
域

内
で
解
決
で
き
る
場
合
も
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
一
人
で
考

え
行
動
す
る
よ
り
、
関
係
す
る
人

が
集
ま
っ
て
共
に
考
え
、
共
に
行

動
す
る
方
が
よ
り
よ
い
活
動
が
で

き
ま
す
。

（5）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー（
秘
密
）は
守
る

　
活
動
上
で
知
り
得
た
秘
密
は
、

む
や
み
に
口
外
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（6）
約
束
は
守
る

　
活
動
に
際
し
て
、
約
束
し
た
こ

と
は
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

（7）
周
囲
の
人
々
の
理
解
を

　
家
族
や
隣
人
・
地
域
住
民
の
理

解
が
実
り
あ
る
活
動
を
生
み
だ
し

ま
す
。

「
小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
」
を
開
催

小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
」
を
開
催 
「
小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
」
を
開
催

小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
」
を
開
催 
「
小
地
域
福
祉
活
動
研
修
会
」
を
開
催 

「
住
み
慣
れ
た
集
落
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に 

集
落
福
祉
活
動
の 

　
　
　
目
的
と
目
指
す
形 

活
動
の
ポ
イ
ン
ト 

一人は小さな力でも、多くの人が連携して係われば大きな力になります。 

気づく つなぐ 支える 

声かけ、サロン、 
友愛訪問等での 

福祉委員長、 
民生委員、 
社協へ 

見守り、 
ご近所ボランティア 

など 
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参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
、

貴
重
な
意
見
や
質
問
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

●
福
祉
・
防
災
マ
ッ
プ
要
援
護
者

登
録
の
一
覧
表
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
、
誰
が
作
ら
れ
ま
す
か
。
　

★
各
集
落
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の

を
社
協
が
整
理
し
、
区
長
、
民
生
・

児
童
委
員
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
　

●
昨
年
は
要
援
護
者
の
更
新
後
結

果
は
社
協
に
報
告
し
な
く
て
も
良

い
と
聞
い
た
が
、
今
年
は
必
要
で

す
か
。

★
例
年
、
報
告
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
願
い
し
ま
す
。

●
福
祉
委
員
会
と
実
行
組
織
の
説

明
の
中
で
、
実
行
組
織
に
民
生
協

力
委
員
の
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

必
要
で
は
な
い
で
す
か
。

★
文
章
の
中
に
民
生
協
力
委
員
の

名
前
が
抜
け
て
い
ま
す
の
で
、
追

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
協
会
長
名
で
社
協
会
費
の
通

知
書
が
来
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

全
戸
数
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
支
払
わ
な
い
方
も
あ
っ
た
。

社
協
が
す
る
事
は
行
政
が
す
る
事

と
同
じ
よ
う
な
事
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
法
的
に
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
会
費
は
強

制
さ
れ
る
も
の
で
す
か
。
昨
年
は

協
力
い
た
だ
い
た
戸
数
に
訂
正
し
、

支
払
っ
た
。

★
法
的
な
根
拠
と
し
て
は
、
平
成

12
年
に
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法

１
０
９
条
に
﹁
地
域
福
祉
の
推
進

を
目
的
と
す
る
民
間
団
体
﹂
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
会
費
を
お
願
い
す
る
戸
数
に
つ

き
ま
し
て
は
、
事
前
に
区
長
さ
ん

に
戸
数
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
変
更
が
あ
る
時

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
委
員
長
と
福
祉
委
員
の
選

出
に
つ
い
て
、「
福
祉
委
員
は
平

常
時
地
域
に
い
て
、
見
守
り
活
動

が
で
き
る
方
が
よ
い
。」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
が
、
役
割
を
考
え
る

と
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
方
の
方

が
活
動
し
や
す
い
と
思
う
の
で
、

仕
事
に
就
い
て
い
な
い
人
が
良
い

と
言
い
き
る
方
が
い
い
の
で
は
・
・

★
集
落
の
大
小
や
地
域
性
も
あ
る

の
で
、
﹁
勤
め
て
い
な
い
方
﹂
で

と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
と
成
り
手

が
無
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

★
４
月
か
ら
小
代
支
所
に
介
護
支

援
専
門
員
︵
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
︶
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

　
直
接
、
在
宅
に
出
向
い
て
介
護

保
険
に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
な
ど
の
相
談
に
も
助
言
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
サ

ロ
ン
や
﹁
い
こ
い
の
里
﹂
で
の
つ

ど
い
の
場
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
の
ご
意
見
と 

　
　
　
　
事
務
所
か
ら
の
報
告 

香
住
区 

村
岡
区 

小
代
区 

▲６/14（木）香住文化会館にて行われた研修会には87名の 
　 皆さんが出席されました。 

▲ ６/９（土）村岡老人福祉センターにて行われた研修会には91名 
　 の方が出席されました。 
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６
月
17
日
︵
日
︶
、
村
岡
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
村
岡
福
祉
ま
つ
り
︵
南

垣
久
美
子
実
行
委
員
長
︶
が
開
催
さ

れ
、
町
民
約
３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
村
岡
福
祉
ま
つ
り
は
、
旧
村
岡
町

の
頃
よ
り
、
町
民
の
福
祉
活
動
参
加

の
き
っ
か
け
作
り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
実
行
委
員
会
を
結
成
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
・
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
・
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
・
婦
人
共
励
会
︵
い

ず
れ
も
村
岡
支
部
︶
も
加
わ
り
、
新

た
な
メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
当
日
の
受
付
で
は
村
岡
高
等
学
校

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹃
お
ー
た
ん
﹄
と

﹃
む
ー
た
ん
﹄
が
、
お
客
さ
ん
を
お

出
迎
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
も

大
盛
況
で
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
手

話
や
点
字
に
初
め
て
触
れ
、
ち
ょ
っ

と
覚
え
て
み
よ
う
か
な
と
、
一
歩
を

踏
み
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
特
別
支
援
学
校
・
学
級
の
保
護

者
や
Ｏ
Ｂ
ら
で
作
る
﹁
こ
の
指
と
ま

れ
﹂
と
村
岡
高
等
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
・

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
演
奏
と
、
村
岡

高
等
学
校
生
徒
有
志
に
よ
る
、
力
強

く
迫
力
の
あ
る
﹁
南
中
ソ
ー
ラ
ン
節
﹂

演
舞
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
い
き
い
き
輝
く
﹁
笑
顔

の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
﹂
と
題
し

て
、
福
祉
活
動
支
援
団
体
夢
こ
ら
ぼ

の
松
尾
弥
生
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
、
笑
顔
の
大
切
さ
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
場
さ
れ
た
方
は
、
皆
さ
ん
満
面

の
笑
み
で
会
場
を
後
に
さ
れ
、
そ
の

笑
顔
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ

フ
は
、
気
持
ち
新
た
に
、
明
日
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
た
く
さ
ん
の
関
係
団
体
と

住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
況

に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
後
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲「おーたん」「むーたん」がお出迎え 

▲ 高校生による「南中ソーラン節」 

▲ 松尾弥生さんの笑顔あふれる講演に 
　 終始笑いが絶えませんでした。 

収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

古
切
手
等
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
６
月
分
︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

古
切
手
・
ベ
ル
マ
ー
ク
・
は
が
き
・
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド

〔
本
　
　
所
〕

　

余
　
部
　
　
松
上
　
禮
子

　

香
　
住
　
　
白
鳩
書
房

　

訓
　
谷
　
　
馬
場
　
英
雄

　

香
　
住
　
　
役
場
福
祉
課

　

香
　
住
　
　
橘
法
務
行
政
書
士
事
務
所

〔
村
岡
支
所
〕

　
　

宿
　
　
　
上
田
　
　
薫

　

村
　
岡
　
　
大
西
　
清
子

　

村
　
岡
　
　
古
家
　
公
代

　

村
　
岡
　
　
上
田
　
　
優

　

福
　
岡
　
　
池
内
　
　
寿

　

和
　
田
　
　
北
但
西
部
森
林
組
合

〔
小
代
支
所
〕

　

城
　
山
　
　
黒
野
ま
す
ゑ

　
そ
の
他
に
も
、
匿
名
で
多
く
の

方
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

● 村岡福祉まつりは共同募金の一部を活用して実施しています。 
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６
月
26
日
︵
火
︶
、
香
住
文
化
会
館

を
会
場
に
﹁
第
１
回
香
住
区
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
﹂
が
開
催

さ
れ
、
参
加
者
、
民
生
・
児
童
委
員

さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
あ
わ
せ
て
89
人
が

会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
健
康
の
話
と
健
康
体
操
で
、

適
度
に
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
で
会
食
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
会
食
後
の
世
間
話
が
こ
の
日
一
番

の
盛
り
上
っ
た
時
で
、
皆
さ
ん
の
笑

顔
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
午
後
は
美
方
警
察
交
通
課
の
方
か
ら
、

交
通
事
故
と
詐
欺
に
あ
わ
な
い
為
の

秘
訣
を
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
も
過
ぎ
て
、

記
念
撮
影
、
星
影
の
ワ
ル
ツ
を
み
ん

な
で
合
唱
し
、
お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
17
日
︵
日
︶
・
18
日
︵
月
︶
に
、

ふ
れ
あ
い
旅
行
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
４
名
が
、
毎
年
秋
に
実
施

す
る
﹁
ふ
れ
あ
い
旅
行
﹂
の
下
見

に
行
き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
設
備

や
ト
イ
レ
休
憩
に
立
ち
寄
る
ト
イ

レ
の
広
さ
な
ど
障
が
い
を
持
た
れ

た
方
も
安
心
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ

う
な
旅
程
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
頃
に
は
詳
し
い
行
程
と
お

誘
い
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
ま

す
の
で
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
実
行
委
員
と
し
て
お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。 

　
香
美
町
社
協
本
所 

　
　（
０
７
９
６
―

３
９
―

２
０
５
０
） 

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▲ おしゃべりが楽しいね！ 又、会いましょう 

▲ 背筋伸ばして、いい気持ち！ 

善
意
銀
行
だ
よ
り 

善
意
銀
行
だ
よ
り 

善
意
銀
行
だ
よ
り 

︵
平
成
24
年
６
月
１
日
〜
30
日
︶︵
預
託
順
・
敬
称
略
︶

・
香
典
返
し

　
余
　
部
　
北
村
　
知
之

　
香
　
住
　
上
田
　
大
作

　
上
　
計
　
小
林
　
　
悟

　
訓
　
谷
　
馬
場
　
英
雄

　
若
　
松
　
中
嶋
　
章
博

　
　
鎧
　
　
越
中
　
　
浩

　
下
　
浜
　
西
村
　
哲
雄

　
大
　
野
　
吉
田
美
智
子 

・
福
祉
の
志

　
匿
　
　
名

本

　

所 

・
香
典
返
し

　
福
　
岡
　
池
内
　
良
行

　
日
　
影
　
西
谷
　
浩
喜

　
萩
　
山
　
西
村
　
孝
子

　
村
　
岡
　
松
岡
　
良
二 

・
物
品
預
託

　
大
　
笹
　
西
谷
　
範
雄

︵
車

イ

ス
︶

村

岡

支

所 

・
香
典
返
し

　
大
谷
　
　
中
瀬
　
健
治

小

代

支

所 

第
24
回
ふ
れ
あ
い
旅
行 

10
月
21
日（
日
）・
22
日（
月
） 

大
山
・
蒜
山
高
原
と 

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！ 

大
山
・
蒜
山
高
原
と

大
山
・
蒜
山
高
原
と 

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！ 

大
山
・
蒜
山
高
原
と

大
山
・
蒜
山
高
原
と 

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！ 

大
山
・
蒜
山
高
原
と

大
山
・
蒜
山
高
原
と 

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！ 

大
山
・
蒜
山
高
原
と 

　
出
雲
大
社
の
旅
に
決
定
！ 

実
行
委
員
募
集
!!
 

　
預
託
金
合
計４

３
４
，１
５
０
円 

○
お
名
前
・
金
額
は
、
預
託
者
本
人
の
ご
意
向
に

よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

香住区 

寄
贈
さ
れ
た
車
イ
ス 

▲
 

ひ
る
ぜ
ん 
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要
支
援
又
は
、
要
介
護
状
態
に
あ

る
お
客
様
が
、
入
浴
や
食
事
・
機
能

訓
練
・
口
腔
ケ
ア
を
日
帰
り
で
受
け

る
事
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
利
用
料
金
（
自
己
負
担
は
１
割
）

　
介
護
度
に
よ
っ
て
料
金
は
違
い
ま

す
。
又
、
基
本
料
金
に
入
浴
・
機
能

訓
練
・
口
腔
ケ
ア
の
加
算
・
食
事
代

が
加
わ
り
、
介
護
度
別
料
金
表
の
負

担
額
に
な
り
ま
す
。

　
通
所
介
護
事
業
所
「
ほ
ほ
え
み
」

　
認
知
症
の
方
に
寄
り
添
い
、
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
の
中
で
、
﹁
行
っ
て

良
か
っ
た
﹂
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

事
業
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
悩
み
や
相
談
に
も
お
答

え
し
て
い
ま
す
。

　
村
岡
通
所
介
護
事
業
所

　
口
腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
内
の
細
菌
が
た
ま
る
と
、
細
菌

が
気
管
に
入
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
つ

な
が
り
ま
す
。
月
に
２
回
歯
科
衛
生

士
が
訪
問
し
、
利
用
者
さ
ん
の
口
腔

内
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

▲自分の歯でしっかり噛んでいつまでもお元気でね 

▲ 佐津幼稚園との交流。近隣の学校から「ふれあい」を大切にと、 
　 訪問していただいています。お年寄りの笑顔があふれます。 

サービスおよび利用料 
●通所介護サービス（共通的サービス）の利用料金（１回あたり） 

●予防通所介護サービスの利用料金（１ヶ月ごとの定額制てす） 

村岡通所介護事業所 
電話０７９６－９８－１０００ 

通所介護事業所「ほほえみ」 
電話０７９６－３８－１５１５ 

シリーズ② 

要介護１

要支援１１．お客様の要支援度とサービス利用料金

２．サービス利用に係る自己負担額

（共通的サービス）

（サービス提供体制強化加算Ⅰ）

（事業所評価加算）

20,990円

480円

1,200円

22,670円

2,267円

要支援２

42,050円

960円

1,200円

44,210円

4,421円

要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５
サービス

提供時間 料　金
（自己負担額）

料　金
（自己負担額）

料　金
（自己負担額）

料　金
（自己負担額）

料　金
（自己負担額）

３時間以上
　５時間未満

５時間以上
　７時間未満

７時間以上
　９時間未満

4,000円

（400円）

4,570円

（457円）

5,140円

（514円）

5,710円

（571円）

6280円

（628円）

6,020円

（602円）

7,080円

（708円）

8,140円

（814円）

9,200円

（920円）

10,260円

（1,026円）

6,900円

（690円）

8,110円

（811円）

9,370円

（937円）

10,630円

（1,063円）

11,880円

（1,188円）

●食費（１回700円）
●サービス提供体制加算
●個別機能訓練加算
●入浴介助加算
●口腔機能向上加算
●若年性認知症利用者
　　　　　　　受入加算
●介護職員処遇改善加算

その他の利用料 

◆通所介護 

◆予防通所介護 

その他、お問い合わせ・詳細につきましては下記へご連絡下さい。 

（小　　　　計）

介
護
保
険
事
業
所
紹
介

介
護
保
険
事
業
所
紹
介 

介
護
保
険
事
業
所
紹
介

介
護
保
険
事
業
所
紹
介 

介
護
保
険
事
業
所
紹
介 

＝
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
＝ 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
） 
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日傘・帽子 

涼しい服装 

日陰を 
利用 

こまめに 
休憩 

水分を 
こまめに 
とる 

一
　
出
か
け
る
際
は
日
よ
け
対
策
を 

二
　
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
。 

三
　
の
ど
が
渇
い
た
ら
必
ず
水
分
補
給
を
、

　
　
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
。 

四
　
無
理
を
せ
ず
適
度
に
休
憩
を
。 

五
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
体
調
管
理
を
。 

―
熱
中
症
と
は
―

　
熱
中
症
と
は
、
屋
内
外
を
問
わ
ず
高
温
の
場
所
で
の
作
業
・
運
動
等
に

よ
り
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
等
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機
能
が

働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
意
識
障
害
等
の
症
状
を
起
こ
す

病
気
で
す
。

　
平
成
20
年
〜
22
年
の
７
月
〜
９
月
に
全
国
で
約
９
万
人
が
救
急
搬
送
さ

れ
、
そ
の
中
で
も
高
齢
者
が
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
は
、
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
汗
を
か
き
に
く
い
た
め
、
自
覚
が

な
く
て
も
熱
中
症
に
な
る
危
険
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

―
応
急
手
当
―

★
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

★
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
・
う
ち
わ
等
で
体
を
冷
や
す
。

　
　
※
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
等
が
効
果
的
。

★
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分
を
少
し
ず
つ
与
え
る
。

★
自
分
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
︵
お
か
し
い
︶
、
全
身
の
け
い
れ

ん
が
見
ら
れ
る
等
の
場
合
は
、
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

耳
よ
り
情
報

耳
よ
り
情
報 
耳
よ
り
情
報 

「
防
災
マ
メ
知
識
」 

熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！

熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！ 
熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！

熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！ 
熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！

熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！ 
熱
中
症
を
予
防
し
て
、
元
気
な
夏
を
！ 

熱
中
症
予
防

熱
中
症
予
防
法 

熱
中
症
予
防

熱
中
症
予
防
法 

熱
中
症
予
防
法 

助
成
金
総
額
　
80
万
円 

１
件
に
つ
き
10
万
円
を
限
度
と
し
、

法
人
格
を
持
た
な
い
グ
ル
ー
プ
・

団
体
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
、
自
分
の
町
を
良

く
す
る
仕
組
み
に
使
わ
れ
る
募
金

で
す
。
23
年
度
に
み
な
さ
ま
か
ら

ご
協
力
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根
募

金
の
24
年
度
配
分
金
の
う
ち
、
80

万
円
を
本
年
度
公
募
事
業
に
活
用

し
ま
す
。
﹁
さ
さ
え
あ
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
す

す
め
る
事
業
を
応
援
し
ま
す
。
活

動
の
た
め
の
資
材
購
入
も
で
き
ま

す
。

　
地
域
の
み
な
さ
ま
に
、
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
広
く
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
話
し
て
み
れ
ば
、
直
接
的
で
は

な
く
て
も
自
分
の
町
を
良
く
す
る

仕
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
展
開
さ
れ
る

小
さ
な
活
動
が
自
分
の
町
を
良
く

し
て
い
き
ま
す
。

　
申
請
書
は
本
所
・
各
支
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
を
！

【
今
後
の
日
程
】

●
９
月
上
旬

　
一
次
審
査
　
書
類
選
考

●
９
月
21
日

　
二
次
審
査
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
︵
一
次
通
過
団
体
︶

●
９
月
末

　
決
定
通
知

●
10
月
上
旬

　
助
成
金
交
付

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業 

地
域
づ
く
り
人
づ
く
り
応
援
助
成
事
業 

助
成
希
望
団
体
を
公
募

助
成
希
望
団
体
を
公
募
中
!!
 

助
成
希
望
団
体
を
公
募

助
成
希
望
団
体
を
公
募
中
!!
 

助
成
希
望
団
体
を
公
募

助
成
希
望
団
体
を
公
募
中
!!
 

助
成
希
望
団
体
を
公
募
中
!!
 

応
募
の
締
め
切
り
は 

　
　
24
年
８
月
31
日
で
す
。 

（
提
供:

美
方
広
域
消
防
本
部
） 
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各種相談は町内どこでも受けられ

ます。本所、各支所にお気軽にご

相談ください。

※秘密は厳守します。

※相談はいずれも無料です。

心配ごと相談 

結 婚 相 談  

弁護士相談 
※要予約（１人30分） 

本　　所 
お問い合わせ先 

TEL 0796-39-2050

村岡支所 
TEL 0796-98-1000

小代支所 
TEL 0796-97-2202

とき：8月22日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：8月23日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：香住老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：8月 7日（火） 
　　13：00～16：00 
ところ：香住老人福祉センター 
担当者：守谷自由弁護士 

とき：8月 8日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：村岡老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：8月 2日（木） 
　　9：30～12：00 
ところ：村岡老人福祉 
　　　　　　センター 

とき：8月 1日（水） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

とき：8月 9日（木） 
　　13：30～16：00 
ところ：いこいの里 

　
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

６
月
18
日
︵
月
︶
開
催
さ
れ
ま
し
た

理
事
会
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

第
１
号
議
案
　
任
期
満
了
に
伴
う

評
議
員
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　
社
会
福
祉
法
人
香

美
町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
づ
く

り
人
づ
く
り
応
援
助
成
事
業
実
施

要
綱
︵
案
︶
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い

て以
上
２
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
、
全
て
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

●
議
　
　
事 

６
月
理
事
会
の
お
知
ら
せ 

　
新
聞
記
事
の
中
に
神
戸
市
で

３
２
０
遺
体
が
引
き
取
り
手
な

し
と
の
見
出
し
が
あ
っ
た
。
市

内
の
民
間
病
院
の
相
談
員
も
﹁
年
々
、

身
寄
り
の
な
い
入
院
患
者
が
増

え
て
お
り
、
圧
倒
的
に
高
齢
者

が
多
い
﹂
と
話
す
。
５
年
間
は

遺
体
を
保
管
す
る
も
引
き
取
り

手
の
無
い
時
は
無
縁
仏
と
し
て

供
養
さ
れ
る
。
独
居
高
齢
者
の

増
加
や
、
希
薄
な
人
間
関
係
が

招
い
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
・
・

　
介
護
は
家
族
や
本
人
だ
け
で

は
限
界
も
あ
る
だ
ろ
う
。
サ
ー

ビ
ス
を
上
手
に
使
っ
て
、
住
民

同
士
が
小
ま
め
に
声
を
掛
け
合

い
、
高
齢
者
や
介
護
者
を
見
張

る
の
で
は
な
く
、
穏
や
か
に
見

守
る
。
気
軽
に
集
ま
る
場
を
設

け
る
な
ど
重
層
的
な
態
勢
で
孤

立
を
防
ぐ
事
が
大
切
だ
と
思
う
。

　
先
月
配
布
い
た
し
ま
し
た
﹁
社

協
だ
よ
り
87
号
﹂
の
﹁
善
意
銀
行

だ
よ
り
﹂
で
本
所
の
香
典
返
し
の

預
託
者
名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　
香
住
　
武
田
　
勉

様
を

　
香
住
　
竹
田
　
勉

様
に

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

訂
正
と
お
詫
び 




